
平成２３年３月２８日（月）～４月３日（日）〔第１３週〕の感染症発生状況 
第１３週で報告数の多かった疾病は、1)インフルエンザ 2)感染性胃腸炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 
インフルエンザは定点あたり６．７０人と前週（７．８１）より患者報告数は減少しています。ただし、これから学校等において新学期が始まり、新たな集団生活が始

まりますので、日頃から、手洗い・咳エチケットなど感染防止への取組みに努めるようにしましょう。 
感染性胃腸炎は定点あたり５．７６人と前週（５．１８）より患者報告数はやや増加しています。これから、暖かい春を迎えるにあたり、食品等の冷蔵保管など取扱い

にはより一層の注意をはらうようにしましょう。

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

インフルエンザ発生状況（３年間）
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感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

 
      

  
 
 

 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

                        
                         

                            
                        
  
                   
     
 

 

今、何の病気が流行しているか！

第１３週報告数第１位 
「インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）２００９」って何！ 

第１３週報告数第２位 

平成２１年４月から世界的な流行をみせていた新型インフルエンザ（A/H1N1）の今シーズ

ン（2010/2011 シーズン）の流行状況については、12 月に流行入りした後、１月末には流

行のピークを迎え、現在は流行がほぼ治まった状況となっています。 

また、全国的なウイルス検出状況についても、新型インフルエンザ（A/H1N1）のウイルス

に加えて、A 香港型や B 型のウイルスも検出されているなど、季節性インフルエンザと異なる

大きな流行等は確認されていません。 

そのため、４月１日以降、今般の新型インフルエンザ（A/H1N1）については、通常の季節

性インフルエンザとして取扱うこととなり、その名称については、「インフルエンザ（H1N1）

2009」とすることとなっています。 
 

 

名前が変わっても 

予防方法などは変わりま 

せんので、引き続き左に示し

た感染予防対策を徹底 

   しましょう！ 

  

インフルエンザにかからないた

めに気をつけたいこと 
 

①外出から帰ったら手を洗い、うがい

をしましょう。 

②外出する時は、マスクを着用しまし

ょう。 

③不必要な外出はやめ、できるだけ人

ごみを避けましょう。 

④加湿をしましょう。 

⑤十分な休養とバランスの良い食事

で、健康管理に気をつけましょう。 

 

やめて～


